
女
ひ と

のまちづくり助け合う優しい男
ひ と

と

男
女
が
共
に
助
け
合
い
築
く
ま
ち
づ
く
り

①
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

　

 　

女
性
の
考
え
方
を
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
反

映
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
性
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
様
な
生
き
方
が
広
が
り
ま
す
。

②
家
庭
・
地
域
で
の
慣
習
・
し
き
た
り
の
見
直
し
お
よ
び
意
識
の
改
革

　

 　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ

れ
ず
、
す
べ
て
の
人
が
様
々
な
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
社
会
の
慣
行
や
し
き
た

り
の
あ
り
方
を
見
直
す
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
の

　

意
識
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

③
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
教
育
・
学
習
の
充
実

　

 　

家
庭
教
育
、
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
等

　

あ
ら
ゆ
る
教
育
の
場
で
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

　

っ
た
教
育
・
学
習
を
推
進
し
意
識
の
改
革
を
図
り
ま
す
。

男
女
が
共
に
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

①
職
場
、
地
域
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進

　

 　

職
場
・
地
域
に
お
い
て
男
女
が
均
等
な
機
会
を
与
え
ら
れ
、
意
欲
と
能
力
に
応
じ
、

平
等
な
待
遇
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
法
律
の
趣
旨
、
内
容
の
周
知
を
図
る
と
共
に
、

母
性
の
保
護
対
策
に
つ
い
て
も
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

②
男
女
共
に
家
庭
生
活
や
地
域
社
会
へ
の
参
画
を
促
進

　

 　

男
女
が
充
実
し
た
家
庭
や
地
域
で
の
生
活
を
楽
し
み
な
が

　

ら
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
条
件
や
環
境
の
整
備
を

　

進
め
ま
す
。

男
女
が
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

①
男
女
が
共
に
思
い
や
る
環
境
づ
く
り

　

 　

生
涯
を
通
じ
、
心
身
と
も
に
健
康
で
活
力
に
満
ち
た
生
活
を
営
む
た
め
の
支
援
や
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
、
介
護
の
負
担
が
女

性
に
偏
る
こ
と
な
く
男
性
も
共
に
担
い
、
さ
ら
に
社
会
全
体
で
支
え
て
い
け
る
介
護

体
制
や
環
境
の
整
備
を
図
り
、
高
齢
者
も
障
害
の
あ
る
人
も
、
男
女
が
共
に
社
会
の

一
員
と
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

②
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　

 　

男
女
が
共
に
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
な
く
す
た
め
の
啓
発
を
進
め
る
と
共
に
被
害
者
に

対
す
る
相
談
、
支
援
の
体
制
を
整
え
ま
す
。

南越前町男女共同参画推進プランは、 南越前町男女共同参画推進プランを策定

　男女が、一人の人間として、お互いを尊重しながら社会のあ

らゆる場所で生き生きと輝き、助け合い、幸せに過ごせる…

　そんなまちづくりをすすめることを指針とした、南越前町男

女共同参画推進プランが、南越前町男女共同参画推進プラン策

定委員会（金山延子委員長）によって策定されました。

　このプランでは、男女が共に助け合い築く「南越前町の
まちづくり」を目標に、次のことを推進しています。

  男女の差別なく、一人の人間として能力を発揮でき
る機会を確保できる社会

  役割分担意識にとらわれず男女が様々な活動ができ
るように社会の制度や慣行の在り方を考える社会

  男女が対等な家庭の構成員として互いに協力し、社
会の支援をうけ家族としての役割を果たしながら仕
事・学習地域活動ができるような社会

の実現に向け、家庭生活や社会における活動
に、みなさんが対等に参画することを目指し
ています。

家庭で
「男は仕事・女は家庭」と決め込まないで家族が話
し合い家事、育児 、介護を分担しましょう。

学校で
性別を理由とする差別をなくし「男」「女」である
前に、一人の人間として能力を発揮できるようにし
ましょう。

職場で
男女が社会の対等なパートナーとして、いろいろな
方針の決定に共同して参画できるようにしましょう。

地域で
古いしきたりや慣習にとらわれず、話し合いにより
互いの行動や考え方が尊重され意思が決定されるよ
うにしましょう。

教育委員会　☎47・8005

　あなたの周りでも、全ての人が性別に
とらわれずに、自分の意思で生き方を選択
し、参画できるように考えてみましょう。


